
長
ら
の
層
は
、
本
質
的
に
律
令
的
性
格
と
非
(
反
)
律
令
的
性
格
を
あ

わ
せ
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
か
か
わ
る
居
宅
や
公
の
施
設
が
、
地
域

に
よ
っ
て
き
わ
め
て
多
様
に
現
わ
れ
る
の
は
当
然
で
も
あ
る
。
近
年

相
次
い
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
古
代
の
掘
立
柱
建
物
群
は
、
律
令
制
下

の
地
方
の
こ
う
し
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

古
代
・
中
世
以
降
の
調
査
の
成
果
と
し
て
は
県
立
宇
佐
風
土
記
の

丘
歴
史
民
俗
資
料
館
に
よ
る
六
郷
山
寺
院
の
総
合
調
査
、
伐
株
山
城

跡
(
玖
珠
町
)
や
高
森
城
跡
(
宇
佐
市
)
、
角
埋
城
跡
(
玖
珠
町
)
な
ど

の
中
世
城
館
の
調
査
な
ど
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

大
分
市
で
は
大
友
関
連
遺
跡
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

間
題
に
つ
い
て
の
文
献
サ
イ
ド
の
成
果
の
一
端
は
、
す
で
に
『
大
分

市
史
』
　
に
集
約
さ
れ
、
大
分
市
歴
史
資
料
館
の
　
「
府
内
お
よ
び
大
友

氏
関
係
遺
跡
総
合
調
査
」
も
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
成
果
で
復
元
さ
れ
る
旧
府
内
の
町
の
遺
構
は
、
現
在
の
大
分
市
上

野
、
金
池
、
顕
徳
、
長
浜
町
な
ど
の
一
帯
に
、
な
お
良
好
な
状
況
で

保
存
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
次
、
二
次
の
大
友
館
の
遺
構
の

構
造
と
規
模
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
家
臣
団
の
屋
敷
の
集
住
の
有
無
と

町
並
み
、
多
彩
な
南
蛮
貿
易
の
輸
入
品
の
出
土
な
ど
興
味
は
つ
き
な

い
。
こ
れ
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
れ
ば
大
友
研
究
は
、
大
き
な
飛
躍
を

遂
げ
る
こ
と
は
た
し
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
わ
が
国
を
代
表
す
る
磨
崖
仏
と
し
て
知
ら
れ
る
臼
杵
磨
崖
仏

に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
よ
り
、
公
園
建
設
や
石
仏
の
保

存
整
備
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
一
帯
が
広
大
な
寺
院
で

あ
っ
た
こ
と
、
特
に
そ
の
白
眉
と
さ
れ
る
古
園
石
仏
の
年
代
が
美
術

史
の
分
野
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
り
新
し
く
、
一
二
世
紀
後
半
以
降

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
問
題
提

起
で
あ
っ
た
。

紙
数
の
関
係
で
参
考
文
献
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
総
括
的

な
文
献
と
し
て
大
分
合
同
新
聞
社
版
『
大
分
の
歴
史
』
　
1
・
2
(
七
六

年
～
)
、
『
大
分
県
史
』
先
史
篇
I
(
八
三
年
)
・
H
(
八
九
年
)
、
古
代
篇

I
(
八
二
年
)
・
H
(
八
四
年
)
、
大
分
放
送
版
『
大
分
の
歴
史
辞
典
』
(
九

〇
年
)
等
が
あ
る
が
、
総
合
的
な
文
献
日
録
と
し
て
は
大
分
県
教
育
委

月
全
編
刊
『
遺
跡
が
語
る
大
分
の
歴
史
』
(
九
二
年
)
が
詳
細
か
つ
便
利

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
(
ご
と
う
・
む
ね
と
し
　
別
肝
大
学
文
学
部
教
授
)

古
　
　
　
代

大
学
・
公
立
資
料
館
の
整
備
に
よ
る
研
究
者
層
の
拡
大
や
大
分
県

地
方
史
研
究
会
会
員
を
中
心
と
し
た
月
例
会
活
動
(
大
分
県
古
代
中
世

史
研
究
会
)
に
よ
り
、
従
来
宇
佐
八
幡
宮
研
究
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て

い
た
大
分
県
地
域
の
古
代
史
研
究
も
、
多
様
化
を
見
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
本
節
で
は
宇
佐
八
幡
宮
関
係
以
外
の
研
究
に
つ
い
て
整

理
す
る
こ
と
と
す
る
。

大
分
県
地
域
の
古
代
史
研
究
の
う
え
で
、
宇
佐
八
幡
宮
関
係
と
と

も
に
主
た
る
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
は
　
扇
止
後
回
風
土
記
」
　
と
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『
日
本
書
紀
』
景
行
紀
の
景
行
天
皇
説
話
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
豊
後

国
風
土
記
』
　
に
関
し
て
、
そ
の
書
誌
学
的
研
究
が
進
展
す
る
一
方
、

風
土
記
説
話
の
内
容
、
そ
の
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
研
究
が
飛
躍
的

に
進
展
し
た
。
紙
数
の
関
係
で
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
せ
ざ
る

を
え
な
い
が
、
そ
の
概
要
は
一
九
七
〇
年
以
前
の
研
究
も
含
め
て
西

別
府
元
日
「
言
立
後
国
風
土
記
』
研
究
史
序
説
」
(
『
大
分
県
地
方
史
』
一

五
五
、
九
四
年
)
に
ま
と
め
た
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
動
向
の
な
か
で
、
特
筆
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
戦
後
の
部
民
制
や
国
造
制
研
究
の
成
果
を
導
入
し

な
が
ら
景
行
天
皇
説
話
を
岨
囁
し
、
大
和
王
権
と
地
域
の
政
治
勢
力

と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
、
大
化
前
代
に
お
け
る
地
域
史

像
が
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

景
行
天
皇
説
話
の
意
味
に
つ
い
て
小
田
富
士
雄
は
、
四
世
紀
後
半

か
ら
五
世
紀
前
半
に
お
け
る
畿
内
型
古
墳
の
浸
透
に
表
現
さ
れ
る
、

各
地
域
で
の
県
主
級
在
地
勢
力
の
席
捲
を
反
映
し
た
も
の
と
と
ら
え

た
(
「
畿
内
型
古
墳
の
伝
播
」
鏡
山
猛
・
田
村
國
澄
編
『
古
代
の
日
本
三
二
、

角
川
書
店
、
七
〇
年
。
「
豊
後
・
肥
前
国
風
土
記
」
『
古
代
文
化
の
探
求
・
風

土
記
』
社
会
思
想
社
、
七
五
年
)
　
が
、
後
藤
宗
俊
は
大
分
・
宇
佐
な
ど

の
非
土
蜘
味
的
存
在
か
ら
、
景
行
天
皇
説
話
を
畿
内
型
古
墳
造
営
以

後
に
お
け
る
多
く
の
在
地
首
長
服
属
後
の
一
時
期
の
状
況
を
反
映
し

た
も
の
　
(
『
大
分
県
史
』
古
代
篇
I
、
第
〓
早
)
と
み
る
。
ま
た
、
水
野

祐
(
『
入
門
・
古
風
土
記
』
下
、
雄
山
閣
出
版
、
八
七
年
)
　
は
、
応
神
朝
に

お
け
る
海
部
編
成
の
前
提
と
な
る
海
士
・
海
女
集
団
に
お
け
る
分
裂

抗
争
と
統
合
の
反
映
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
豊
後
地
方
に
お
け
る
海

部
の
編
成
を
、
海
部
直
に
よ
る
南
海
的
交
通
圏
内
で
の
掌
握
と
、
こ

れ
を
否
定
す
る
阿
曇
連
に
よ
る
統
括
の
二
次
的
編
成
と
の
混
在
と
と

ら
え
る
新
川
登
色
男
は
、
景
行
天
皇
説
話
に
み
ら
れ
る
海
岸
部
か
ら

内
陸
部
へ
の
大
和
王
権
の
浸
透
を
阿
曇
系
海
部
・
山
部
の
関
係
性
の

も
と
で
と
ら
え
(
「
非
農
業
民
の
史
的
展
開
」
大
分
大
学
教
育
学
部
『
澄
後

水
道
城
』
大
分
大
学
、
八
〇
年
)
、
そ
の
関
係
性
の
形
成
に
先
立
つ
県
主

制
の
な
か
で
の
王
権
の
浸
透
を
景
行
天
皇
説
話
の
な
か
に
読
み
取
ろ

う
と
す
る
(
「
大
野
川
流
域
と
古
代
国
家
」
大
分
大
学
教
育
学
部
『
大
野
川
』

大
分
大
学
、
七
七
年
)
。
さ
ら
に
は
鉱
山
資
源
を
め
ぐ
る
大
和
王
権
と
在

地
勢
力
と
の
確
執
を
説
話
の
背
景
と
す
る
説
(
富
来
隆
「
(
豊
後
風
土

記
)
里
芋
が
、
冬
に
、
花
咲
く
の
こ
と
」
『
大
分
県
地
方
史
』
　
三
一
四
、
八

九
年
)
な
ど
も
提
起
さ
れ
、
説
話
へ
の
理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
景
行
天
皇
説
話
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
菟
名

手
に
つ
い
て
、
『
日
本
書
紀
』
　
は
同
前
臣
の
祖
と
し
、
『
豊
後
国
風
土

記
』
　
は
豊
国
直
の
祖
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
菟
名
手
に
関
す
る
研
究

も
従
来
の
考
証
学
的
論
議
を
止
揚
し
、
古
代
社
会
の
な
か
で
の
在
地

勢
力
と
の
関
係
で
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
豊
国
の
名
号
が
現

在
の
行
橋
市
周
辺
の
美
称
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
新
川
登
亀

男
は
、
国
造
ク
ラ
ス
の
国
前
臣
の
移
動
性
の
な
か
に
、
豊
国
直
と
の

関
連
性
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
(
『
大
分
県
史
』
古
代
篇
I
、
第
二
章
)
。
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西
別
府
元
日
も
、
「
国
造
本
紀
」
・
『
古
事
記
』
　
の
系
譜
記
事
や
景
行
天

皇
説
話
の
未
定
立
性
、
景
行
紀
に
み
え
る
多
氏
の
動
向
な
ど
か
ら
、

国
前
臣
の
祖
と
し
て
の
菟
名
手
伝
承
の
形
成
に
つ
い
て
検
討
し
た

(
「
国
前
臣
に
関
す
る
一
考
察
」
大
分
大
学
教
育
学
部
『
国
東
半
島
』
大
分
大

学
、
八
三
年
)
。

こ
の
よ
う
に
、
景
行
天
皇
説
話
に
は
、
国
造
制
さ
ら
に
は
そ
の
後

の
地
域
的
関
係
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
説
話
の
な
か
に

〓
疋
の
時
代
状
況
の
み
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
説

話
の
陥
昇
の
な
か
に
自
ら
を
導
く
恐
れ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
七

世
紀
以
前
の
社
会
状
況
を
さ
ら
に
克
明
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
景
行

天
皇
説
話
を
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
捷
径
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味

で
、
七
一
年
の
大
宰
肝
史
跡
に
お
け
る
久
須
評
木
簡
の
出
土
は
、
単

に
評
制
施
行
を
確
認
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
大
伴
部
の
存
在
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
和
王
権
の
浸
透
の
あ
り
方
に
〓
疋
の
見
直

し
を
せ
ま
る
画
期
と
な
っ
た
。
ま
た
八
〇
年
の
古
富
古
墳
の
確
認
も
、

そ
の
特
異
な
墳
墓
形
式
と
時
代
性
に
よ
っ
て
、
大
分
国
造
大
分
君
の

再
検
討
を
う
な
が
し
た
。
後
藤
宗
俊
の
「
古
宮
古
墳
考
」
(
『
大
分
県
地

方
史
』
　
二
七
、
八
五
年
)
は
、
壬
申
の
乱
で
活
躍
し
た
大
分
君
恵
尺

の
出
自
を
検
証
し
、
恵
尺
を
こ
の
終
末
期
古
墳
の
被
葬
者
に
比
定
し

た
意
欲
的
な
研
究
で
あ
っ
た
。
西
別
府
元
日
の
　
「
大
分
君
と
膳
伴
公

に
つ
い
て
」
(
大
分
大
学
教
育
学
部
『
大
分
川
流
域
』
大
分
大
学
、
八
六
年
)

は
、
こ
う
し
た
豊
後
地
域
に
お
け
る
国
造
制
の
展
聞
を
よ
り
具
体
的

に
考
察
し
、
膳
大
伴
-
膳
大
伴
部
に
よ
る
部
民
制
の
展
開
を
想
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
板
楠
和
子
の
「
大
化
前
代
の
豊

後
」
(
『
国
史
論
叢
≒
「
七
二
年
)
は
、
軍
事
的
性
格
の
強
い
部
民
制
の

展
開
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
化
前
代
の
社
会
に
お
い
て
、
部
民
制
の

展
開
の
究
明
と
と
も
に
、
他
国
造
と
の
疑
似
的
系
譜
関
係
の
形
成
、

さ
ら
に
は
伝
承
の
形
成
に
各
氏
族
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の

か
、
地
域
社
会
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え
で
も
重
要
な
課

題
と
い
え
よ
う
。

律
令
制
下
の
大
分
県
地
域
に
関
す
る
研
究
で
は
、
従
来
郡
未
詳
と

さ
れ
て
き
た
豊
後
国
戸
籍
が
海
部
郡
の
も
の
と
確
認
(
熊
谷
公
男
報
告

『
正
倉
院
年
報
三
二
、
八
一
年
)
さ
れ
、
「
豊
後
国
正
税
帳
」
の
復
元
的

研
究
や
校
訂
が
進
展
す
る
(
若
杉
昌
昭
報
告
『
大
分
県
地
方
史
三
〇
四
、

八
一
年
。
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編
『
復
元
天
平
諸
国
正
税
帳
』
現
代
思
潮
社
、

八
五
年
)
な
ど
、
将
来
の
研
究
基
盤
と
な
る
成
果
が
え
ら
れ
た
。
若
杉

昌
昭
に
よ
る
豊
前
・
豊
後
国
司
年
表
(
「
大
分
県
地
方
史
』
一
〇
一
・
一

〇
八
、
八
一
八
三
年
)
.
も
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

先
述
の
久
須
評
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
軍
府
史
跡
か
ら
の
紫
軍
関
係

な
ど
の
木
簡
出
土
も
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
吟
味
は
十
分
と
は

い
え
ず
、
わ
ず
か
に
自
治
体
史
な
ど
に
お
い
て
地
域
史
描
写
に
利
用

さ
れ
る
程
度
(
『
臼
杵
市
史
』
上
、
臼
杵
市
、
九
〇
年
)
　
で
あ
っ
た
。

地
方
官
街
関
係
の
う
ち
、
豊
後
国
街
・
国
府
に
つ
い
て
は
、
七
〇
年

代
以
後
も
富
来
隆
(
『
大
分
県
地
方
史
】
八
四
二
一
二
、
七
六
二
八
三
年
)
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や
木
原
武
雄
(
『
大
分
県
地
方
史
』
八
四
)
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
推
定
地

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
候
補
地
で
あ
る
古
国
府
東
部
地

区
は
、
都
市
化
の
な
か
で
の
限
定
的
な
発
掘
調
査
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
さ
れ

(
讃
岐
和
夫
報
告
「
大
分
県
地
方
史
三
一
七
)
、
一
一
世
紀
以
降
の
移
転

地
で
あ
る
高
国
府
地
区
へ
の
早
期
の
立
地
も
想
定
さ
れ
(
『
大
分
市

史
』
上
、
大
分
市
、
八
七
年
)
て
い
る
。
今
後
は
九
六
年
に
確
認
さ
れ
た

羽
屋
井
戸
遺
跡
も
含
め
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

郡
街
に
つ
い
て
も
、
有
力
な
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八

二
年
か
ら
発
掘
さ
れ
た
地
蔵
原
遺
跡
の
官
街
遺
構
的
様
相
を
お
び
た

遺
構
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
調
査
継
続
中
の
下
郡
遺
跡
も
注
目
さ

れ
る
。
国
分
寺
の
調
査
・
整
備
は
完
了
し
た
が
、
八
四
年
度
の
周
辺

遺
跡
調
査
で
は
「
天
長
八
年
尼
寺
」
銘
の
墨
書
土
器
と
四
棟
分
の
掘

建
柱
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
文
字
情
報
が
希
薄
な
た
め
、

遺
構
の
性
格
や
、
尼
寺
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て
不
詳
で
あ
る
。

国
府
な
ど
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
る
古
代
官
道
の
復
原
的

研
究
に
関
し
て
は
、
日
野
尚
志
(
「
駅
路
考
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

二
四
、
七
九
年
)
が
豊
前
地
域
の
道
路
状
痕
跡
を
指
摘
し
、
戸
祭
由
美

夫
が
豊
前
・
豊
後
諸
駅
の
推
定
地
を
中
心
七
論
じ
た
(
藤
岡
謙
二
郎
編

『
古
代
日
本
の
交
通
路
』
Ⅳ
　
豊
前
・
豊
後
、
大
明
堂
、
七
九
年
)
。
一
九

八
〇
年
代
に
入
る
と
全
国
的
な
研
究
関
心
の
高
ま
り
の
な
か
、
豊
後

国
府
周
辺
に
お
け
る
官
道
の
復
原
的
研
究
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
(
西
別
府
元
日
「
丹
生
駅
と
大
事
府
道
・
日
向
道
を
め
千
㌧
て
」
『
大
分

県
地
方
史
三
二
六
、
八
七
年
)
、
宇
佐
勅
使
街
道
の
復
原
的
研
究
な
ど

も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
(
大
分
県
教
育
委
月
全
編
刊
『
宇
佐
大
路
』
九
一

年
)
　
が
、
全
体
と
し
て
関
心
は
低
調
で
あ
る
。

こ
の
官
遺
研
究
の
前
提
と
も
な
る
条
里
制
に
つ
い
て
も
、
専
論
と

し
て
は
日
野
尚
志
の
日
田
地
域
を
対
象
と
し
た
研
究
(
「
日
田
周
辺
に

お
け
る
古
代
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
〓
ハ
、

七
一
年
)
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
西
別
府
元
日
も
日
田
市
や
大
分
市
内
の

坪
並
の
確
定
や
、
小
谷
地
で
の
条
里
呼
称
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
が
、

多
く
は
自
治
体
史
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
る
。
池
辺
禰
「
豊
後
国
に

お
け
る
古
代
郷
名
の
存
続
と
復
活
」
(
『
大
分
県
地
方
史
』
一
二
九
、
八
八

年
)
な
ど
古
代
地
名
研
究
が
あ
る
一
方
、
総
体
と
し
て
歴
史
地
理
学
的

研
究
は
脆
弱
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

平
安
時
代
以
後
の
大
分
県
地
域
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
司
任
期
中
の

京
上
問
題
、
新
羅
海
賊
問
題
、
中
井
王
の
出
現
や
種
々
の
国
例
の
形

成
、
統
領
選
士
別
の
導
入
な
ど
律
令
体
制
の
矛
盾
を
し
め
す
事
象
が

相
次
ぐ
(
西
別
府
元
日
「
九
世
紀
の
大
事
府
と
国
司
」
平
野
博
之
他
編
『
新

版
　
古
代
の
日
本
』
三
、
角
川
書
店
、
九
一
年
)
が
、
九
世
紀
の
地
域
史

像
を
描
き
き
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
一
〇
～
一
一
世
紀
以
後
の
在

地
領
主
制
の
萌
芽
・
展
開
と
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
荘
園
公
領
制
の

形
成
に
関
す
る
研
究
に
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
動
向
の
中

心
は
渡
辺
澄
夫
の
一
連
の
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
緒
方
三
郎
惟
栄
』
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(
第
一
法
規
、
八
一
年
。
九
〇
年
山
口
書
店
よ
り
増
補
新
訂
版
)
は
、
在
地

領
主
の
出
現
か
ら
、
諸
家
の
分
立
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
に
お
け
る

動
向
、
没
落
を
豊
後
大
神
一
族
に
つ
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
の
研
究
の
橋
頭
壁
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
八
三
年
に
は
「
豊
後
国

日
田
荘
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』
一
四
)
、
八
四
年

に
は
「
豊
後
清
原
氏
の
土
着
発
展
と
玖
珠
郡
荘
園
村
落
の
展
開
」
(
『
玖

珠
郡
史
談
』
　
〓
)
・
「
豊
後
清
原
氏
と
玖
珠
郡
諸
郷
の
開
発
」
(
『
史
学

論
叢
』
一
五
)
・
「
豊
後
玖
珠
郡
の
荘
園
化
と
展
開
」
(
『
大
分
県
地
方
史
』

二
五
)
を
発
表
し
、
県
西
部
に
お
け
る
在
地
領
主
の
形
成
と
中
央
権

力
に
よ
る
郡
荘
設
立
の
意
味
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
、
日

田
大
蔵
氏
に
つ
い
て
は
川
添
昭
二
「
豊
後
日
田
氏
に
つ
い
て
」
(
『
九
州

文
化
史
研
究
所
紀
要
三
六
)
が
、
富
豪
か
ら
郡
司
職
を
獲
得
し
旧
来
の

郡
司
系
豪
族
を
圧
倒
し
て
在
地
領
主
化
し
た
日
田
大
蔵
氏
を
論
じ
て

い
る
。
ま
た
小
馬
徹
「
豊
後
日
田
郡
司
擬
大
領
大
蔵
鬼
太
夫
永
李
を
め

ぐ
る
神
話
と
歴
史
」
(
大
分
大
学
教
育
学
部
『
日
甲
玖
珠
地
域
』
大
分
大

学
、
九
二
年
)
は
、
永
李
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
伝
承
を
分
析
し
、
そ
れ
ら

が
開
発
領
主
日
田
氏
の
背
負
う
べ
き
宿
業
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の

と
し
て
、
在
地
領
主
形
成
に
関
す
る
新
た
な
視
角
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
在
地
領
主
の
動
向
に
た
い
し
、
当
該
期
の
国
街
機
構

を
分
析
し
、
国
司
に
よ
る
強
力
な
国
街
再
編
と
、
摂
関
家
領
荘
園
の

形
成
過
程
を
考
察
し
た
の
が
新
川
登
亀
男
「
豊
後
守
源
季
兼
論
」
(
渡

辺
澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
全
編
『
九
州
中
世
史
の
研
究
』
第
一
法
規
、
八

一
年
)
　
で
あ
っ
た
。

在
地
領
主
層
と
、
王
朝
権
力
な
い
し
は
こ
れ
に
つ
な
が
る
権
門
と

の
矛
盾
・
確
執
は
、
一
二
世
紀
後
半
の
治
承
・
寿
永
の
内
乱
と
し
て

現
出
す
る
が
、
豊
後
・
豊
前
に
お
心
て
も
蛾
烈
な
展
開
が
み
ら
れ
た
。

工
藤
敬
一
「
鎮
西
菱
和
内
乱
試
論
」
(
熊
本
大
学
『
法
文
論
叢
』
田
二

七
八
年
)
は
、
豊
後
大
神
氏
や
菊
池
氏
な
ど
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
こ
の

動
乱
の
原
因
を
、
平
氏
に
よ
る
大
事
府
掌
握
と
国
街
機
構
の
改
編
に

も
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
森
本
正
憲
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る

豊
前
・
豊
後
の
情
勢
に
つ
い
て
」
(
『
田
村
既
澄
先
生
古
稀
記
念
全
編
『
東

ア
ジ
ア
と
日
本
』
(
歴
史
編
)
、
吉
川
弘
文
館
、
八
七
年
)
は
、
豊
後
国
内

で
の
在
地
領
主
制
の
確
立
過
程
に
お
け
る
国
街
さ
ら
に
は
宇
佐
宮
と

領
主
層
と
の
矛
盾
を
、
藤
原
貞
平
事
件
や
日
代
追
放
事
件
、
宇
佐
宮

領
押
妨
事
件
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
該
地
域
の
古
代
史
研
究
を
一
瞥
す
る
と
、
転
換

期
・
移
行
期
に
関
し
て
は
全
国
的
な
研
究
の
潮
流
の
も
と
で
、
具
体

的
な
地
域
史
像
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
八
～
二
世
紀
の
疎
究
に
・

今
後
の
飛
躍
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

(
に
し
べ
っ
ぶ
・
も
と
か
　
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
)

八
幡
研
究
と
荘
園
調
査
の
軌
跡

一
八
幡
関
係
研
究

一
九
七
五
年
以
降
の
八
諸
関
係
研
究
の
進
展
は
日
光
ま
し
い
も
の
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